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第 5 章では、考案したシアリング干渉光学系と収差解析手法に基づいて試作した DVD ピックアップレンズの高速
収差検査システムが、従来からインラインで実用されてきた他の計測方法に基づくシステムと比較して、約 2 倍高精
度で約 6 倍高速な収差計測を可能にし、インラインで高い実用性を伺することを実証した。
第 6 章では、同光学系と同収差解析手法に基づいて試作した DVD ピックアップ光学アライメントシステムが、従
来からインラインで実用されてきた他の収差計測方法に基づくシステムと比較して、約 2倍高精度で約 3倍高速な光
学アライメントを可能にし、インラインでの高い実用性を有することを実証した。











開発し、 DVD 光ピックアップ生産に応用可能なことを実証している。本研究の主たる成果をまとめると以下の 7 つ
になる。
(1) 球面状収束光の焦点面に回折格子を設置し、回折格子から出射する回折光のうち 0 次回折光と +1 次回折光、ま
たは、 0 次回折光とー 1 次回折光とを干渉させるシアリング干渉光学系を提案し、回折格子の格子ピッチを被測定光
の波長と開口数とで決定される値にすることで容易にシアリング干渉縞が得られることを実証している。
(2) シアリング干渉縞を得るための格子領域の大きさは被測定光のスポットサイズでは不足し、その 15"'20 倍の大き
さが必要であることを解析的に明確にしている。 DVD 光学系(波長 650 nm、開口数 0.6) の場合、スポットサイズ




光学系の開口数 0.6 では誤差が 0.1X 10-3λ 程度、開口数 0.9 の場合は誤差が 2X 10-3λ 程度になることを解析的に示
している。
(4) 得られたシアリング干渉縞から収差を解析する手法として、元の波面を再構成するために 2 方向のシアリング干
渉画像が必要であった従来の手法に対し、 1 方向のシアリング干渉画像のみから高速に収差解析する手法を提案して
おり、 5 次までの収差検出が可能であることを明らかにしている。




することを示している。さらに、試作した装置はスポット観察法に基づくシステムの 6倍の速さで DVD ピックアッ
プレンズの収差を計測できることを示し、インラインで高い実用性を持つことを実証している。
(6) 提案したシアリング干渉光学系と収差解析手法に基づいて試作した DVD ピックアップアライメントシステムは、
従来からインラインで活用されているスポット観察法に基づくシステムよりも約 2倍高精度に、かっ 3倍の速さでピ
ックアップをアライメントできることを示し、インラインで高い実用性を持つことを実証している。
(7) 提案した方式は、 CD の多くに見られるような 3 ビーム出射方式のピックアップにも応用できることを解析的に示
すとともに、ピックアップ受光部の評価・調整にも応用可能であることを示している。
以上のように、本論文では、球面波に対する安定性の高い干渉光学系を提案するとともに、高速・高精度な干渉縞
解析手法を開発している。これらによって高速かっ高精度で、高安定な光波干渉計測技術を実現し、 DVD 光ピックア
ップ生産のインラインで高い実用性を有することを示している。これらの成果は、光ディスク産業の発展に寄与する
だけでなく、球面波を利用する光学機器全般にも適用できる実用的な方式であり、光工学の発展に寄与できるものと
考えられる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
